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"Cyclops,'挿話 の'Gigantism
永 原 和 夫
JamesJoyceは1921年のUlyssesr構成一覧表 」で この章の技法 をgigan・
tismと呼 んだ。 極端に拡大 し歪 曲す れば,き っと風刺的な効果 が生 まれ る。
'
風刺 は笑いを ともな った暴露 あるいは批判で あ り,そ こには暗 々裏 の うちに倫
理的な立場 が秘め られてい るものであろ う。 この章の倫理的立場 は,ア イ ロニ
ーに満 ちたUlyssesには例外的なほ どは っき りとしてい る。それは"love…1
ユ
meantheoPPositeofhatred"(327)とい う跡絶 えがちだが,断 固 とした
LeopoldBloomのことばで言い表わ されてい る。笑いはいた る ところに渦巻
いてい る。例 えば,「殺 してや る」 と叫んで,口 幅 ったい意見を述 べたあげ く,
酒 もお ご らずに立 ち去ろ うとす る憎む べき外国人 めがけて,ビ スケ ッ トの空罐
を投げつけ る愛 国主義者(336)に腹をかか えない とした ら,不 感症 か よほ ど
の忍耐 力の持 ち主だ。 この章は,DavidHaymanが言 うよ うに,引 き伸ば さ
　
れた道化芝居 として読む ことがで きる。 しか しその笑 いが暴露 してい るもの と
なると,な かなか捕捉 し難 い。なぜな らそれ らは この章の二つの話法であ る話
者 と挿入文 の文体の中に慎重 に隠 されてい るか らだ。MarilynFrenchはそれ
　
を 女 流 作 家 特 有 の 感 性 で 暴 力 と 言 っ た 。 だ が そ の 根 は も っ と 深 い よ う だ 。
Haymanは"Cyclops"挿 話 の 愚 か し い 立 回 りを"thedisorderofmelting
minds'whichaccompaniesthedeclineofthesun"の比 喩 だ と 言 っ て,こ
の 章 の 言 語 の 混 乱 や"facticechaos"を"Circe"挿 話 の そ れ ら と 比 較 し て い
LTextに はModernLibray,1934を用 いreferenceは本文 中 に 入れ た 。
2。"Cyclops",1ames/oyce'sUlysses:CriticalEssays,ed.CliveHartandDavid
Hayman(BerkeleyandLosAngeles:Univ.ofCaliforniaPress,1974),pp.243-
275.
3.TheBookasVVorld'lamesloyce'sUlysses(Cambridge:HarvardUniv.Press,
1976),pp.138-156.
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る6確 かに笑 いは無意識に近 く,道 化は意識 と無意識,合 理 と不条理 との間を
平気で行 き来で きる。そ して,話 者 の叙述 の リズムを中断 させ,長 々と茶番劇
を演 じて 現 われた時 と 同 じように忽然 と消 えてい く,風 船玉の ような挿入文
は,"Circe"挿話 のhailucinationsによ く似てい る。だが この章の"absurd
behavior"は,Hayman自身が別 の ところで言 ってい るように,"Circe"挿
う
話の"absurdillusion"とは別物 だ。両者 の相違は意識 と無意識 の違 いだけ
ではない。"Circe"の挫折 や願望が私的な ものである とす る1なら,"Cyclops"
の憎悪や偏見は公的な ものであ る。そ してJoyceの 場合,こ れ らの相違はか
な らず言語に現わ れ る。"Cyclops"の言語が公 的な もので あるとい うことは,
Bloomがこの章では じめて,そ して完全 に 外か ら見 られ てい る ことか ら一部
分説 明がつ く。 しか し,こ の作品の各所に様 々な仮面 を被 って現われ るきま ぐ
れ な作家のいたず らの ようにみ える挿入文の文体 や,第 一人称の主観的な話者
の話法が公的な ものだ とい うのには まだ説明が い る。
もう一つの説明は彼等の匿名性に ある。Joyceは,OdysseusがCyclopsの
洞窟で九死に一生を得た とき,Outis(Noman)に身を隠 し羊の群に まぎれて
幽閉を逃がれたのに敬意をは らって,こ の章で,"thecitizen"と呼ぼれ る超
愛国主義者 をは じめ多 くの片方の眼か らしか ものを見 る ことがで きない,偏 見　
に と らわ れ た 無 人 格 者 す べ て に 名 前 を 与 え な か っ た 。"Namelessone"と,こ
の 作 品 の あ らゆ る も の が 再 登 場 す る,"Circe"の 表 現 主 義 の 劇 場 で 呼 ば れ る
(461)こ の 章 の 話 老 は,そ の 生 き 生 き と した 利 己 的 な こ と ば に も か か わ らず,
Odysseusがま ぎ れ こ ん だ 羊 の 群 の 体 現 者 で あ る 。彼 の 徹 底 し た シ ニ シ ズ ム は ト
ロ イ 攻 略 に 加 わ っ た 武 将 た ち の 中 で も 最 も 卑 劣 な 精 神 の 持 ち 主,Shakespeare
のTroilusandCressidaで"Lechery,lechery;stillwarsandlechery"と
4.`℃yclops",JamesJoyce'sUlysses:CriticalEssays,p.266.
5."FormsofFollyinJoyce:aStudyofClowninginUlysses,"ELH,XXXIV
(June1967),274.
6.こ の章 の 眼 と名 前 へ の 言 及 は,StuartGilbert,Jamesloyce'sUlysses:aStudy
(NewYork:VintageBooks,1952),pp.270-274参照 。
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叫ぶThersiちesによ く比べ られ る。 しか し"collectorofbadanddoubtful
debts"(287)であ る彼は,社 会 のあぶれ者,outcasteかpariahであ る。彼
はその痛烈 な毒舌 と情報 とで人 々か ら恐れ られ,酒 で機嫌を取 られてい るが,
彼の情報はす べての人が知 ってい る街 の うわ さで あ り,真 の影響力はない。法
(ダブ リソ警視庁の01dTroyで 現わ され る)は 利用 こそす れ(287),それ
に縛 られ るよ うな どぢは絶対 に踏 まない(339)。彼は常に情報の ソースを明か
す卑怯者であ る。無頼漢 を気取 りなが ら権威には卑屈に頭を下げ る。彼が愚弄
し嘲笑す るのは弱い者ばか りだ。 目的 も主張 もな く,彼 の唯一 の関心は酒 だけ
である。彼が会話に加わ るのは酒をせび る時だけで あ り,酒 を飲む ときの よろ
こび よ うとい った ら大変 な ものだ。``Ah!Ow!Don'tbetalking!Iwasblue
mouldyforthewantofthatpint.DeclaretoGodIcouldhearithit
thepitofmystomachwithaclick"(293).根か らの 日和見 主義者であ る
彼は,自 分 のユ ダヤ人排斥思想 を 忘 れてMosesHerzo9に雇 わ れ,Foxy
Geraghtyを恐 喝 してい る(287)。
これ らがす べて民衆 の特徴であ るとした ら,彼 の ことばは,き びきび した リ
ズムを もち即興性 にあふれてい る割 りには,彼 に 名前がない ように 個性 がな
く,無 人格であ る。
Arrah!bloodyendtothepawhe'dpawandAlftrying
tokeephimfromtumblingoffthebloodystoolatopofthe
bloodyolddogandhetalkingallkindsofdrivelabout
trainingbykindnessandthoroughbreddogandintelligent
dog:giveyouthebloodypip.Thenhestartsscrapingafew
bitsofoldbiscuitoutofthebottomofaJacob'stinhetold
Terrytobring.Gob,hegollopeditdownlikeoldbootsand
histonguehangingoutofhimayardlongformore.Near
atethetinandal1,hungrybloodymongrel.(300)
Joyceは こ の 人 物 の 語 法 を ダ ブ リ ソ のtheCoombe,"alowerquarterofthe
7.RichardEllmann,UlyssesontheLiffey(NewYork:OxfordUniv.Press,1973),
P.110.
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city"の俗語 を模 した とMaryM.Columに もらしてい るcr彼の ことぽに生
彩 とある種 の具象性 とを与 えてい るものは,手 当た りしだい選びだ した次の五
例に見 られ るような,俗 語特有 の比喩的な言回 しなのであるが,そ れ らはかな
　
らず しもDublineseではな く,1904年にはす でに新鮮味 を失 っていた ようだ。
1'mhangingontohistawnowforthepastfortnight
andIcan'tgetapennyoutofhim.(287)
Theoldonewasalwaysthumpinghercraw.(300)
He'snotasgreenashe'scabbagelooking.(307)
Thatexplainsthemilkinthecocoanutandtheabsence
ofhairontheanimal'schest.(314)
Playingcards,hobnobbingwithflashtoffswithaswank
glassintheireye,drinkingfizzandhehalfsmotheredin
writsandgarnisheeorders.(314)
この よ うな調子の よい俗語的表現が本領を発揮す るのは,ゴ シ ヅプをふんだ
んに盛 りこんで,他 人を嘲笑す る ときで ある。 次 に引 くBreen夫妻が槍玉に
あが るときな ど,例 えそれが無知 とあい まいな記憶 に もとついてい ようと,あ
る充実感,明 確iに喚起 された悪意 のイ メージ,嫌 悪 の 熱中 が 作 りだす あ る
oratoryがあ る 。
CrueltytoanimalssoitistoletthatbloodypovertYstricken
BreenoutongrasswithhisbeardouttripPinghim,bringing
downtherain.Andshewithhernosecockahoopaftershe
marriedhimbecauseacousinofhisoldfellow'swaspew
openertothepope.Pictureofhimonthewallwithhis
smashallsweeney'smous㌻aches.ThesignorBrinifromSum・
merhilI,theeyetallyano,papalzouavetotheHolyFather,
hasleftthequayandgonetoMossstreet..Andwhowas
he,tellus?Anobody,twopairbackandpassages,atseven'
8.MaryM.Colum,LifeandtheDream(NewYork,1947),p.386.
9.こ の 章 の 名 前 の な い 話 者 のDublineseに つ い て はAnthonyBurgess,・JoysPricle'an
lntrodtictiontotheLanguageoflames/oyce(London:AndreDeutsh,1973),
PP.36-39が 詳 しい 。
50 人 ・文 研 究 第58輯
shillingsa'week,andhecoveredwithallkindsofbreast・
platesbiddingdefiancetotheworld.(316)
名 前 の な い 話 者 は,こ の よ うに 誇 張 さ れ た 痛 快 な 毒 舌 で,Breen夫 妻 だ け で
な く この 章 の あ らゆ る もの 一 犬 のGarryowenか らthecitizen,BobDoran,
Boylan,JJ.0'Molloy,QueenVictoria,MollyそしてBloomの 父 親 ま で
一 を 疑 め ,歪 曲 し,罵 倒 して い く。 そ して 彼 の 最 も 口 ぎた な い 罵 署 諜 諺 を 浴
び せ られ る の はLeopoldBloomであ る。 彼 に よれ ばBloomは"lardyface"
を した お し ゃ べ りで,そ の 性 的 能 力 は 疑 わ し く,妻 は"ballalley"みた い な背
中 を して い る 。
AndBloom,ofcourse,withhisknockmedowncigarputting
onswankwithhislardyface.Phenomenon!Thefatheap
hemarriedisaniceoldphenomenonwithabackonher
likeaballalley.TimetheywerestoppingupintheCity
ArmsPisserBurketoldmetherewasoldonetherewitha
c現achedloodheramaunofanephewandBloomtryingtoget
thesoftsideofherdoingthemollycoddleplayingb6zique
tocomeinforabitofthewampuminherwillandnot
eatingmeatofaFridaybecausetheoldonewasalways
thumpinghercrawandtakingtheloutoutforawalk.(300)
この 声 は 中世 の 喜劇的祭 礼 で 狼籍 の 限 りを尽 した民衆 の 声 だ。それは
FinnegansWakeのHCEの敵対者,彼 を公衆 の侮 辱に曝す ために尾籠な歌
・を作 る社会 のあぶれ者 ,Hostyの声だ。彼は よい眼を持 ってい る。だがそれは
あん ぐ りと瞳孔を見 開いた古代 の喜劇 役者の仮面 の眼であ り,こ の章の最初で
,煙 突掃除屋の ブラシで危 く穴を開け られ るまで もな く,穴 があいてい る。彼の
心は もともと悪意 と偏見の煤 で汚れてい るのだ。彼は同情や憐み,他 人の立場
・ に立 って考 えるような ことは絶対 に しないが また ,真 理や理想についてIbsen
流の主張をす る厚顔 さも持ち合わせない。シニカルな傍観者で,毒 舌と機知と
を生きる手段 とす る男だ。
●
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名前のない話者 の ことばは,奇 怪 な挿入文 には さまれ るとき,き わ めて生彩
に富 んだ 自然主義 の話法に聞 える。 しか しそれは同 じくらい奇怪で不 自然な こ
とばで ある。彼が描 く肖像 画は対象を正確に写 した ものではけ っしてない,そ
れは悪意 と偏見 とを もって ある一面を グ ロテス クに拡大 した戯画である。別な
言い方をす れば,公 衆便所の落書 きであ る。それは書いた者 の下劣な精神を暴
露 こそす れ,書 かれた者 の真価を傷つけない。つ ま り彼の ことばはそれに よっ
てそ の人のす べてを表わ してい るepiphanyなのであ る。名前のない話者 の憎
悪や偏見は彼が体現 してい るアイル ラソ ドの民衆 の根深い不満,救 い ようのな
い挫折,そ して真の価値観 の欠如 を表わ している。彼 の笑いが大 きければ大 き
いほ ど空虚に聞 えろのは,そ れが この ような精神 の 貧困 を 暴露す るか らであ
る。
だが,彼 の意見 が どんなに間違 ってい ようと,逆 らい難い重みを持 ってい る
のは,そ れが大衆 の意見だか らだ。街 の うわ さが怖 くない者 があろ うか。それ
は常に後 ろか ら流酸を浴びせ る。それ とigvkようがないのはそれが"nameless
one",存在 の な い 者 であるか らだ。Odysseusに眼を射 られたCyclopsが
Nomanにや られた と言 うと,苦 痛の叫びを聞 きつけて集 ま?たPolyphemus
たちは,Cyclopsは寝ぼけたか気 が狂 ったのだろ うと言 って帰 って しまった。
名誉棄損で訴 えると,∫`U.P."と書かれた差 出人不 明 の 葉書 を 持 ち歩 くMr
Breenの怒 りは,「気が狂 った」Cyclopsの苦 痛に似てい る。彼の訴訟は,JJ.
0'Molloyが言 うよ うに,成 立す るであろ う。だがそれは 自 らの"notcompos
mentis"(315)を社会に公表す ることにな る。MrBreenに同情す るBloom
も同 じように この常軌を逸 した国のoutsiderであ るが,彼 はMrBreenと異
な り愚か しいほ ど正常 であ る。だが まだ この``EverymanorNoman"(712)
を論 じるときではない。
第一人称の話者の話法が公 の もので あるように,そ こに挿入 され る奇怪 な脇
台詞 もある一般性 を もってい る。Haymanは,挿 入文 の文体がそ こで扱われ
る主題 と同 じ くらい多岐にわた るに もかかわ らず,一 様 に"bothsubliterary
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andnon-Personal"な特 徴 を そ な え て お り,そ れ は"OxenoftheSun"挿 話
　　
の純文学的で教養 の高い,個 性 的な声 と対照 され ると言 ってい る。 また"Oxen
oftheSun"の混成文は正確な模倣を 目ざ してい るのに対 し,"Cyclops"の挿
入文 の場 合はす べて極端 なパ ロデ ーであ る。話者の歪 曲が現実を疑め ようとす
る攻撃本能 か ら生 まれ るとした ら,脇 台詞の拡大は 目的のない平凡な人 々に 目
をつむ り,現 実 を美化 しよ うとす る願望 である。酒場 の酔漢 どもは,彼 らに と
って ど うで もよいまた よ く知 らない ことについて,真 面 目 くさって,口 角 あわ
を飛 して意見を述 べてい る。挿 入文はそれを歴史,神 話,神 秘主義,政 治,ス
ポーツ,社 会,法 律,考 古学その他の文脈で拡大す る。そ こに特に表わ され る
のは,酒 場 の市民たちがなんの信 念 もな しに,自 分 たちの エゴをアイル ラソ ド
の黄金時代のふ くれあが った夢 と同化 し,自 分たち 自身は王者 の息子,忠 実な
キ リス ト教徒,ケ ル トの伝統 と文化 の守護者 と見 な してい ることで ある。Joyce
は,こ の ような夢 を売 る通 俗文芸 の様 々な ジャソル と,そ れを 無批判に受けい
れて極端な愛 国主義,ユ ダヤ人排斥思想,暴 力礼賛 に走 る 「ヨーロッパで最 も
ユ　
後れた民衆」をふたつなが ら風刺す るのである。テ ーマは 「喧嘆の 日」 と同 じ
で あるが,あ の時 の悲痛 な態度 と この章のそれ 自体が 目的ではないか と思わ れ
'るほ どの笑い との間には ,大 きな開きが ある。
風刺の最初の矢は ケル ト文 芸復興の ロマ ン的な中世趣味 に向け られ る。 話者
が家畜商 の集会 に出席 したHynesに"Anythingstrangeorwonderful,Joe?"
と聞 くと,答 えに窮 したJoeに代 って挿入文が,彼 等が歩いてい くダブ リソ食
品市場を神話的 ムー ドでつつみなが ら,お どろ くほ ど豊かなアイル ラソ ドを述
べてい く。
InInisfailthefairthereliesaland,theIandofholy
Michan.Thererisesawatchtowerbeheldofmenafar.There
sleepthemightydeadasinlifetheyslept,warriorsand
10."Cyclops",1a〃¢85/oyce'5Ulysses:C〆iticalE∬ays,P.267.
11.JamesJoyce,``TheDayoftheRubblement",TheCriti`alワVritingsoノノames
loy`e,ed.EllsworthMasonandRichardEllmann(NewYork,Viking,1959),
pp.68-72.
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princesofhighrenown.Apleasantlanditisinsoothof
murmuringwaters,fishfulstreamswheresportthegunnard,
theplaice,theroach,thehalibut,thegibbedhaddock,the
grilse,thedabtthe・briIl,theflounder,themixedcoarsefish
generallyandotherdenizensoftheaqueouskingdomtoo
numeroustobeenumerated,(288)
この伝説的 な美化 と話者のシ ニカルな嘲笑 とが鋭 く対立 しなが ら奇妙 に調和す
るのは,両 者 と も現実を無視 した極端 な誇張だか らだ。 ケル ト英雄 詩のパ ロデ
ーは ,二 生を眠 りの うちに過 した滑稽 な英雄 だけでな く,事 実上 の虚偽(マ ィ
カン区にない川の海水魚,失 わ れた森林 の異国の木),陳 腐 な詩的表現 や場違
いな ことば(aqueousやfuana),真の叙事詩 の語彙 と新 聞調を併置 しテキヌ、
トを嘲笑す る。 次の節では"Lovelymaidenssitincloseproximitytothe
rootsofthelovelytreessingingthemostlovelysongswhiletheyplay
withallkindsoflovelyobjectsasfor.example…"と10velyが濫発 されて
感情の枯渇 した ロマ ン主義が愚弄 され る。19世紀後半に盛 んに翻 訳 された ケル
ト哀悼歌に充満す る食料品は,長 い 『catalogueとな ってつ いに空虚感を与 え
る。Rabelais風のcatalogueと急激 なbathosがgigantismの二大特徴 で
ある。夢 を吸い こんで風船玉 のよ うにふ くれ あが った挿入文 の内部構造は きわ
めて弱い。それは話者 の充 実感に満 ちた憎悪でひ と突 きに くずれて しま う。
..。andfromthegentledeclivitiesoftheplaceoftheraceof
Kiar,theiruddersdistendedwithsuperabundanceofmilk
andbuttsofbutterandrennetsofcheeseandfarmer'sfirkins
andtargetsofla皿bandcrannocksofcornandoblongeggs,
ingreathundredS,variousinsize,theagatewiththedun.
SoweturnedintoBarneyKiernan'sandtheresure
enoughwasthecitizenupinthecornerhavingagreatconfab
withhimselfandthatbloody皿angymongre1,Garryowen,and
hewaitingforwhattheskywoulddropinthewayofdrink
(290)
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呼 び も どす す べ も な い ほ ど遠 い ケ ル トの栄 光 を,イ ギ リス の 収 奪 か ら,破 滅
的 な 暴 力 で,取 りも どそ う と い う こ〆の 老 フ ィニ ア ソ 自身 は,Ossian詩 の パ ロ
デ ーで,"abroadshouldered,deepchestedstronglimbedfrankeyedredhaired
freelyfreckledshaggybeardedwidemouthedlargenosedlongheadeddeep
voicedbarekneedbrownyhandedhairleggedruddyfacedsinewyarmedhero"
(291)に変 身 す る。 こ の怪 物 の 帯 に は`℃uchulin,Connofhundredbattles,
Niallofninehostages,BrianofKincora"には.じま り"DanteAlighiere,
theLastoftheMohicans,theManthatBroketheBankatMonteCarlo,
sirThomasLiptonltheBoldSoldierBoy,PatrickW.Shakespeare"に至
る"manyIrishheroesandheroinesofantiquity"の肖像 を 彫 った 小 石 が
ぶ ら下 が って い る(291)。そ の ハ ソ カチ,"themuchtreasuredandintricately
embroideredancientIrishfacecloth"には グ レ ン ダ ロ ー,キ ラ ニ ー の 湖 等 々
ア イ ル ラ ソ ドの あ り と あ ら ゆ る 観 光 名 所 の"moving"な 風 景 が,排 泄 物 に
よ っ て描 か れ て い る(322)。 ダ ブ リ ンの 最 深 部 か らわ き 出 て き たCyclopsの
よ うなthecitizenは,洞窟 に 映 る影 を 自分 の 真 の 姿 と感 違 い して い る 愚 か し
い 酔 漢 で あ る。 話 者 は い つ も の誇 張 した 雑 言 で,国 家 の 大 義 を 論 じ るthe
citizenの大 言 壮 語 を"Allwindandpisslikeatanyardcat"と言 って,
挿 入 文 が 暗 示 して い る も のを 裏 付 け る。 こ の 取 り立 屋 の情 報 に よ る と,イ ギ リ
ス の 収 奪 を 非 難 す る超 愛 国 主 義 者 自身,ア イ ル ラ ソ ド農 民 の 収 奪 者 で あ る ら し
く,殺 さ れ る の が 怖 くて あ る 地 方 に 顔 を 出 せ な い よ うだ 。
CowsinConnachthaveIonghorns.Asmuchashisbloody
lifeisworthtogodownandaddresshistalltalktothe
assembledmultitudeinShanagoldenwherehedaren'tshow
hisnosewiththeMollyMaguireslookingforhimtolet
daylightthroughhimforgrabbingtheholdingofanevicted
tenant.(322)
す でに確立 した文体のパ ロデ ーを通 して示 され るJoyceの 風刺は常 に形式 と
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内容 の 両 面 に 向 っ て い る。 ア イ ル ラ ソ ド文 芸 復 興 の 中世 趣 味 だ け で な く,そ の
夢 を 杖 に 生 き て い る人 間 も同 様 に 笑 い の 対 象 に さ れ る の で あ る。
こ の 章 の 笑 い は 主 と し て 様 々な 文 体 の 対 比,衝 突 か ら生 じ る も の で あ るが,
そ れ は ま た 文 体 間 に あ る複 雑 な相 殺 現 象 を 引 き 起 こす 。 脇 台 詞 は 「自然 主 義
的 」 な 情 景 と併 置 さ れ る と き強 い 異 和 感 を 与 え る。 神 話 の 高 雅 な文 体 と列 挙 的
な 叙 事 詩,20世 紀 の 新 聞 調 と商 業 文 とが 継 ぎ合 わ さ れ る と一 連 の相 殺 現 象 が 起
き る。.神話 的 な 部 分 はcataloguesで相 殺 され る ま で は そ れ な りに 美 しい 。
cataloguesはHomerにあ って は 威 厳 が あ るが 新 聞 調 に 変 って し ま う と き笑
い を さそ う。 報 道 文 に ラ テ ソ語 風 の 語 彙 や 場 違 い な 美 辞 が 混 れ ば 実 感 が うす れ
る。 凝 り た 文 飾,知 的 に 見 せ よ う,教 養 を 示 そ う とす る気 取 りは,俗 語 的 な
生 き の よい 対 話 で 区 切 られ る と き簡 単 に 足 を す くわ れ る。 対 話 は そ れ 自体 痛 快
で あ るが,神 話 的 文 体 や 古 くさ い 言 回 しに は さ ま れ る と,一 層 生 き 生 き と して
く る。 実 際 の 情 景 は 文 体 の 対 比 に よ って 更 に 生 彩 を 加 え,古 い 形 式 は そ の 神 聖
を 失 う。 同 時 に,実 際 の 対 話 は 現 実 味 を 帯 び,擬 似 英 雄 詩 は 一 度 も現 実 を は っ
き り見 た こ と の な い 者 の ペ ソか ら書 か れ た も の の よ うに 見 え て くる の だ 。
Joyceはこの 章 で 多 くの 新 聞 調 を 用 い た 。32の挿 入文 の うち 約 半 数 は 政 治,
ス ポ ー ッ,社 交,裁 判,地 震 の 惨 事 等 々を 伝 え る報 道 文 の パ ロ デ ーで,こ の 章
を 縮 刷 版 の 新 聞 の よ うに 見 せ て い る。McLuhanは わ れ わ れ の 文 化 は 活 字 の 発
明 に 由来 す る 現 実 の 視 覚 的 な 概 念 化 に よ って 偽 りな もの と化 した と言 っ て い
る。 も しそ うだ と した ら,新 聞 は 偽 りを 公 共 の も の と化 し,そ れ に あ る権 威 を
与 え る。 た しか に,"Atorrentialrainpoureddowmfromthefioodgates
6ftheangryheavensuponthebaredheadsoftheassembledmultitude
whichnumberedattheIowestcomputationfivehundredthousandper-
sons"(301),"Afteraninstructivediscoursebythechairman,amagni・
ficentorationeloquentlyandforciblyexpressed,amostinterestingand
.instructivediscussionoftheusualhighstandardofexcellenceensuedas
totlledesirabilityoftherevivabilityoftheancientgamesandsports
ofourancientpancelticforefathers"(311),``ltwasafighttoafinish
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andthebestmanforit.Thetwofoughtliketigersandexcitement
ranfeverhigh"(313)とい った 事 実 を あ る が ま まに 報 道 す る 勇 気 を 失 った
新 聞 が,LadySylvesterElmshade,MrsBarbaraLovebirchやMissO.
MimosaSan(321)とい った 社 交 婦 人 に,彼 女 た ち の虚 栄 心 を 満 た す 機 会 を 与
え る の だ 。Joyceは新 聞 を 大 衆 に 事 実 を 伝 え る媒 体 と して で は な く,大 衆 の夢
を 暴 露 す る もの と考 え て い る。 これ は 奇 異 に 聞 え る か も知 れ な い が,こ の 章 に
は 事 実 を 伝 え な い,あ る い は 積 極 的 に 事 実 を 隠 す 文 体 が 実 に 多 い 。 そ の よ い 例
が 議 事 録 の 脇 台 詞 で あ る。
MrAllfours(Tamoshant.Con):Honourablemembersare
alreadyinpossessionoftheevidenceproducedbeforea
committeeofthewholehouse.IfeelIcannotusefullyadd,
anythingtothat.TheAnswertothehonourablemember's
questionisinthea伍rmative.(310)
これ は 国 家 の制 定 した 法 律 が 人 間 性 を 偽 る こ とを 知 って い る と き,そ れ を 隠 す
た め に 用 い る こ とば だ 。 そ れ はDignamの 死 を い た むBobDoranの 真 情 を
伝 え る こ とが で き な くな った18世 紀 の 丁 寧 な会 話(308)よ り も悪 辣 な こ とば
で あ る。Garryowenの 檸 猛 な うな り声 は 常 に 話 者 の 激 しい 擾 盛 を 買 っ て い る
が,挿 入 文 の 書 評 子 に よ る と,そ れ は"theintricatealliterativeandis()・
syllablerulesoftheWelshenglyn"(307)を連 想 さ せ るrannと 言 わ れ
る。Garryowenは 咽 喉 を 澗 ら し水 が 欲 しか っ た だ け な の で あ る。 こ の よ うな
精 神 的 対 麻 痺 と もい うべ き不 能 な 学 術 語 は"thedistihguishedscientistHerr
ProfessorLuitpoldBlumendulf"の"philoprogenitiveerection"(299)の
説 明 に も用 い られ る。 ア イ ル ラ ソ ド語 復 活 の 肯 否 を 論 じ る市 会 か ら も ど った
JohnWyseNolanが伝 え る の は 元 老 の お ご そ か なi審議 ぶ りで あ って,言 語 運
動 そ の も の は 全 然 触 れ な い 。 同 じ よ うに 古 代 ス ポ ー ッ復 活 民 衆 集 会 の 記 事 は
"amostinterρstdisCussion"はま
った く報 道 せ ず に,そ の 代 りに 集 会 に 出 席
した 各 界 の 名 士 の 名 を 列 挙 す る。
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JoyceがAPortraitOftheArtistasaYoungManで"apriestridden
Godforsakenrace"と呼 ん だ 国 民 の 一 面 を 暴 露 す る の は,こ の よ うな 現 実 を
無 視 した 名 前 の 羅 列 に お い て で あ る。 ス ポ ー ツ集 会 に は 尊 称,氏 名,修 道 会 名
を 明 記 した24人の 聖 職 者 が 含 まれ て い た 。`tGod"が口 ぐせ に な っ て い る酒 場 の
常 連 た ち の え せ 信 仰 は,MartinCunninghamが"Godblessallhereismy
prayer"と言 い,Bloom・を 口 ぎた な い こ とば で 愚 弄 したthecitizenが
"Amen"と 答 え る と き(332)
,よ り長 い 部 分 で 笑 い の 対 象 に な る。 聖 別 礼 の 鐘
の 音 を 合 図 に 侍 僧 た ち に 守 られ た 十 字 架 捧 持 者 を 先 導 に,教 会 の あ りと あ らゆ
る 高 僧 名 尼 か らな るgiganticな聖 者 の 行 列 が,BarneyKiernanの 酒 場 を
祝 福 す る た め に 現 わ れ る。 そ の 行 列 に は"S.LaurenceO'TooleandS.James
ofDingle"とい った ア イ ル ラ ソ ドの 聖 者 だ け で な く,酒 場 の 全 員 が 即 席 聖 別
さ れ て 加 わ り,そ の ほ か に も"S.AnonymousandS.EponymousandS.
PseudonymousandS.HomonymousandS.ParonymousandS.Synonymous"
と い った 神 秘 的 な 聖 者 ま で い る。 ア イ ル ラ ソ ド人 の 愚 か しい 聖 者 信 仰 は,彼 等
が 被 る ロ ー ブ に 織 り出 さ れ た"theblessedsymbolsoftheireMcacies"に
よ っ て 更 に 強 調 さ れ るo
_inkhorns,arrows,loaves,cruses,fetters,axes,trees,bridges,
babesihabathtub,shells,wallets,shears,keys,dragons,
liIies,buckshot,beards,hog,lamps,bellows,beehives,soup・
laderles,stars,snakes,anvils,boxesofvaseline,bells,crutches,
forceps,stags'horn,watertightboots,hawks,millstones,eyes
onadish,waxcandles,aspergills,unicorns.(333)
この 目 ざ ま しい 行 列 はBarneyKiernanへ 向 う途 中,"castingoutdevils,
raisingthedeadtolife,multiplyingfishes,healingthehaltandtheblind,
discoveringvariousarticleswhichhadbeen,mislaid"など多 種 多 様 の 奇
蹟 を お こ な う。 この 部 分 は 奇 怪 に 誇 張 さ れ た 表 現,長 くか つ 愚 か しい 羅 列 そ し
て 龍 頭 蛇 尾 へ の 転 落 と い った 点 で,こ れ ま で の 挿 入 文 と 同 様 で あ るが,こ の 風
刺 の 主 眼 は また 別 な と ころ に あ る。Joyceは こ こで ア イ ル ラ ソ ドの カ ト リシ ズ
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ムの奇妙 な迷信,異 常 な聖者信仰,そ の持物 の御利益を信 じこむ単純 さを暴露
してい る。 その単純 さはBarneyKiernanの冒演的 な酔漢 どもの ものであ る
と同様にPaddyDignamの霊魂 の再来を述 べ るのに用 い られた ような神秘主
義 の語彙 を うのみにす る表 面上 は彼等 よ り知 的 な人 々の もので もある。
最 も長 い挿入文 である処刑 の脇台詞(301-5)はどんな ことにで も熱狂す るア
イル ラソ ド人 の多血質を暴露 してい る。 この処刑に集 まった50万の群集はエ メ
ッ トの処刑やT.B.マ クマーナスの葬儀に集 まった人民で ある。 しか し彼等
は愛 国主義者 の死 をいたんで集 まった ので も,イ ギ リスに対す る反抗を誇示す
るために集 まった ので もない。 彼等は民衆に裏切 られ,愛 人に見捨 られ る愛国
者 の処刑 とい う"agenUinelyinStrUCtiVetreat"を見物に きた のだ。休 日の
楽 しい催物 にふ さわ し く,予 定の時間 までの気晴 しに辻芸人が現われ,バ ラス
バ ソ ドが演奏 され る。立会 を求め られた傑作 な名前 の ∬theFriendsofthe
EmeraldIsle"はア ィル ラソ ドの不幸を 口にす るが,す く・に 自分 たちの些細
な問題で議論をは じめ る。 それには"cannonballs,scimitars,boomerangs,
blunderbusses,stinkpots,meatchoppers,umbrellas,catapults,knuckledus・
ters,sandbags,1umpsofpigiron"がふんだんに用 い られ る。やがて祭 の執
行 人が威儀を正 して現わ れ,フ ァソが用 意 した羊 の首 をつ ぎつ ぎにはねて刃物
の切 れ 味 を 試す。 罪人が解剖 され るとき,そ の臓 騎をいれ るテ ラコッタの深 ・
なべ と,"themostpreciousbloodofthemostpreciousvictim"を受け る
ミル ク壷 とは,ア イル ラ ソ ド人 の節約 と血 なま ぐさい暴力,感 傷的な信心 とを
つ き合わ せた ものの表徴 であ る。 これ らが満 た され ると"theama19amater
cats'anddogs'home"へ運ばれ ることにな ってい る。
この脇 台詞は この章全体の中で も最 もばかばか し く滑稽 な茶番劇 で,散 漫な
新聞調は使い古 した美辞麗句,名 前 の羅列,bathosにつ ぐbathosで分裂 し
ない のが不思議 な くらいである。 だがそ の中で愛 国者を裏切 る民衆が痛烈 に非
難 され,暴 力が美化 され,口 あた りの よい ものに変 え られてい るので ある。話
者 の ことばはす べてを暴 力 と化 し,挿 入文 はそれを一般化 し美化す ると考 える
Frenchはこの章 のす べてに暴 力を見 てい る。 イギ リス海軍 の鞭打 ち刑を帝国
"Cyclops"挿話 の(}igantism 59
主 義 の 野 蛮 性 の 象 徴 だ と非 難 す る市 民 た ち(323)は また,賞 金 を 賭 け た 凄 絶
な ボ ク シ ソ グ の試 合 に 熱 狂 す る市 民 た ち(312)で もあ る。 そ れ を 伝 え る新 聞
は"Dublin'spetlamb...theIrishgladiator_thefisticEblanite"カミ"the
welterweightsergeantmajor_theredcoat_theEnglishman_thePorto・
bellobruiser"(313)を破 った 試 合 を 国 家 的 壮 挙 に 祭 りあ げ る。 そ して 使 徒 信
経 の パ ロデ ー(323)は 暴 力 が ア イ ル ラ ソ ド人 の 宗 教 で あ る と言 うの だ 。
酒 場 の この よ うな 雰 囲 気 の 中 でBloomは 理 性 に 訴 え,愛 を 説 くの で あ る。
彼 は ま っ た くmaschismoの心 得 が な い 。 酒 を 受 け ず,酒 もお ご らず に,街 の
うわ さ と民 衆 の夢 に ひ と りで 対 抗 す る 姿 はChaplineのピ エ ロの よ うに 滑 稽 に
見 え る と き が あ る・Thecitizenは最 初 か ら彼 に 反 感 を い だ い て い るq.話者 は
最 後 の ユ ダ ヤ 人 大 逆 殺 を 予 告 す る よ うに 絶 えずBloomの 多 弁 ぶ りを 愚 弄 し(
い る。 愛 国 者 の 死 を 賛 美 す るthecitizenに逆 ら ったBloomは,酒 場 に 入 る
早 々"Sinnfeinamhain/Thefriendswelovearebyour『ideandthe
foeswehatebeforeus"(301)と外 国 人 扱 い され る。 そ れ に も か か わ ら
ず"prudent"なBloomがthecitizenの 偏 見 を 正 し,条 理 を 立 て て議 論
ユ　
を続けてい こうとす るのは,Haymanが 指摘 してい るように,い ま妻Molly
が 寝 取 られ て い る と い う心 理 的 強 迫 を 考 慮 しな け れ ば 説 明 が つ か な い。 彼 は 絞
死 刑 者 の"philoprogenitiveerection"につ い て 科 学 的 見 解 を 述 べ(299),
Dignamの 保 険 の こ とで"thewife'sadmirers"振りを 発 揮 し て,"themor・
tagorundertheact"とか"the皿ortgagee'sright"とか い う こ とば で 話 者
の 頭 を 混 乱 さ せ る(306-7)。話 題 が 口蹄 疫 に 及 ぶ と,Bloomは 牧 畜 業 者 に 勤
め た 経 験 を 披 歴 し て 動 物 愛 護 の 必 要 を 説 き,話 者 の シ ニ カ ル な 嘲 笑 を 受 け
("Gob,he'dhaveasofthandunderahen"),それ を 脇 台 詞 が 幻 児 語 に 翻
T訳 して,Breen夫 妻 に 同 情 す る"halfandhalf"(315)の感 傷 だ と言 う。
Ga .GaGara,KlookKlookKlook「BlackLizisourhen.
Shelayseggsforus.Whenshelayshereggsheissogla己
12.`3Cyclops",ノα〃zeslo♪tce'5Ulysses:CriticalE∬ays,p.267.
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Gara.KIookKlookKlook.ThencomesgooduncleLeo.He
putshishandunderblackLizandtakesherfre曲egg.Gaga
gagaGara.KlookKlookKlook.(310)
スポー ツが話題に のぼ ると,thecitizenがかつ ての砲丸 投げ選手で ゲール
スポーツ協会員 なのをBloornは知 っているのに,過 激 なスポー ツに反対 し,
眼 の敏 捷性を育て ると言 って,テ ニスの ようなイギ リスのスポー ッを勧 め る。
その仕返 しはす く・にKeogh-Bennettmatchを主催 したBoylanとMolly
との関係 のあて こす りとな って現わ れ る。そ してJ.J.0'Molloyが登場 して
話題 が裁判に変 ると,Bloomに 対す る市民た ちの反感は 明 ら様 なユ ダヤ人排
斥思想に発展す る。 この 日ダブ リソ市裁判所 判事,sirFrederickFalkinerの
前に詐欺事件で立た され,差 し戻 しにな ったあ るユ ダヤ人に関す る会話 は,sir
Frederickの貧者 に対す る同情 や 慈悲をたたえ る理想化 された称賛 に 発展す
る。それに続 く脇台詞は正義 のイ メージを最大限に飾 りたて る。 日付 まで古代
歴,宗 教歴,太 陰歴で記 され,裁 判所はそれに な らって諸伝 説の集塊に な る。
市裁判事 は中世のsirFredericktheFalconerに変身 し,イ ギ リスの陪審員,
"twelvegoOdmenandtrue"を構成す るアイアルの12の種族 の代表者 か ら
なる"thehighsinhedrim"(ユダヤの最高会議)と ともに"thelawofthe
brehon♂(アイル ラソ ド古代法)を 施す ために着席す る。陪審員は"welland
trulytryandtruedelivrance"を尽 し,真 の評決を下す よ う求め られ,主 の
御 名にかけて"Hisrightwiseness'をお こな うことを誓 う。 この大げ さな正
.義 の準備 の後に情報に よって捕 え られた者が引 き出され ると,正 義 の大道具は
た ちまち崩れて しま う。
Andtheyshackledhim.handandfootandwouldtakeofhim
nebailnemainprisebutpreferredachargeagainsthimfor
hewasamalefactor(317)
これは証拠にもとづき裁判手続を踏 んでなされるはずの判決が独断されたのを
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示 して い る。 そ れ は す ぐ後 に 続 くユ ダ ヤ 人 に 対 す るthecitizenのこ とば と同
じ く らい 偏 見 に 満 ち て い る 。"Thosearenicethings,saysthecitizen,coming
overheretoIrelandfillingthe・countiywithbugs,・(318).Bloomはそ
れ を 聞 え な い ふ りを して い る。Thecitizenは な お も 追 求 を 続 け る。"The
strangers,saysthecitizen.Ourownfault,Weletthemcomein.We
broughtthem.Theadulteressandher・paramourbroughttheSaxon
robbershere."(318)ユダ ヤ 人,寝 取 られ 男,侮 辱 に 対 して 戦 か う こ と もで
き な い"womanlyman"と い う の が 市 民 た ち が い だ くBloom像 で あ る。 し
か し彼 はthecitizenの 暴 力 と名 前 の な い 話 者 の 無 言 の 圧 力 に も 自説 を 曲 げ
な い だ け の 勇 気 と人 格 を も っ て い る。
butit'snouse,sayshe.Force,hatred,history,all
that.That'snot・lifeformenandwomen,insultandhatred.
Andeverybodyknowsthatit'stheveryoppositeofthatthat .
isreallylife.
-What?saysAlf .
.Love ,$aysBloom.Imeantheoppositeofhatre己
(327)
しか しこの異論を 唱え ようのない意見 も,Lenehanの偽証でい っべ んに覆 さ
れ て しまう。 この 日の朝,Bloomが捨 てて しまお う(ttthrOwitaway")と思 っ
ていた新 聞をBantamLyonsに与 えよ うとした とき,彼 の ことばは金杯賞競
馬の予想 と感違 いされていた(84)。そ してい まBloomは ダブ リソで唯一人
大穴を当てた と思 い こまれてい るのである。市民たちのBloomに 対す る反感
にLenehanの 誤報をす く・に受けいれ,Dignamの 保険 の 世話 を しよ うと
BarneyKiernanにきた善意の人を,未 亡人や孤児 を食い ものにす る``swad・
dler"(331),とりわけ祝酒を振 る舞 う礼 もわ きまえない吝商 な 異邦人に しそ
しま う。
Bloomが二度 目に酒場に入 るとき,面 倒 が起きそ うなのは誰 の 眼に も明 ら
かであ る。MartinCunninghamは彼をせ き立て る。 誇張 した文体はそ の場
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にふ さわ しい緊張 を作 る。Poseidonの車に擬 された二軽馬車 の叙事詩的な記
述,異 国の賓客を送 る歓送 の儀式が最後 の行 為を用意す る。 それはBloomの
屈辱 を笑 い ものに し,同 時に彼の行為の英雄 的要素に注意を ひ く。JoeHynes
に よって"prudentmember"と言われ"heoftheprudentsou1"(292)と
して酒場に現われたBloomが 一度 だけそのprudenceを投げ出 して,怒 号を
ふ りま くthecitizenに対抗 した。"Christwasajewlikeme"(336).怒
り狂 ったthecitizenが投げつけ るビス ケ ッ トの空 罐が ダブ リソの広域にひき
起 こす地震の記述 はひ ど くおか しい。それは また この老人 の怒 りの破壊 力 と残
忍 さとを暗示す る ものであ る。 彼のBloomを 「殺 してやる」("crucify"yとい
うお どしは,こ の章 の"gigantism"のもうひ とつ の現 れにす ぎないが,ま た
一面 ,thecitizenの心中の憎悪 の深 さを正確に表わ してい る。結 局,予 言者
エ リアの炎の車に乗 り,'キリス トの昇天を取巻 いた光を浴びてBloomが 退場
す る茶 番劇的 な結 末は,暴 力 と偏見 の中で愛を説 き,一 人thecitizenに対抗
す る道徳的勇気を もっていたBloomの 行 為にふ さわ しい もので ある。
When,lo,therecameaboutthemallagreatbrightness
andtheybeheldthechariotwhereinHestoodascendto
heaven.AndtheybeheldHiminthechariot,clothedupon
」
inthegloryofthebrightness,havingraimentasofthesun,
fairasthemoonandterriblethatforawetheydurstnot
lookuponHim.Andtherecameavoiceoutofheaven,
caliing:Elijαh!Elijαh/Andheansweredwithamaincry:
Abba!Adonai/AndtheybeheldHimevenHim,benBloom
Elijah,amid.cloudsofangelsascendtσthegloryofthe
brightnessatanangleoffortyfivedegreesoverDonohoe's
inLittleGreenStreetlikeashotoffashovel.(339)
Joyceは"Cyclops"の挿入文で田舎新聞の報道文体か ら擬似英雄詩の語彙
まであらゆる種類の水まし文体の見本を示 した。そ れ ら一連のパ ロデーか ら浮
ぴあがるものは,社 会が個人に押 しつけ ようとす るある価値観,と い うよりも
愛を退ぞけ愛国主義を受け入れ,道 理にかなった議論よ りも大言壮語をよし
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とし,結 局は言語を疑める ことに よって人生 を 彪 め る 誤 った価値観で ある。
Gigantismは挿入文 だけでな く名前 のない話者 の 技法で もあった。それはア
イル ラ ソ ド人そ してす べての国民 の 目的のない平凡 な人生の代償作用で ある誇
大妄想 と,そ こか ら生 まれ る過激 な愛 国主義やユ ダヤ人排斥思想,そ の他諸 々
の精神的貧困の もとであ る憎悪 と偏見を暴露 していた。彼 自身,そ の神話 的対
応者Odysseusが用いた偽 名の ように,地 位 も力 も名 もないNomanで あ る
Bloomが,街 の うわ さと民衆 の夢 をバ ックに暴 力を振 うthecitizenに愛 と
理性を説 く姿は ピエ ロの ように 滑稽であ る。寝取 られ ユダヤ人を追求す る社会
の批判は この章で最 も厳 しい。 しか しBloomは け っして話者 の ように精神を
既 め ること も,挿 入文 の夢 の世界に逃避す る こともなか った。悪意 と偏見 とに
満ちた市民に 自分の素姓 を明す ことは,気 が狂 ったMrBreenの 訴訟騒 ぎと
同 じくらい愚か しい◎ しか し 自 ら を 孤独 なoutsiderと意識 した ときこの
Nomanは,現 代の社会機構 の中で疎外を余儀 な くされてい る孤独 な人間す べ
て,Everymanの象徴 とな るのだ。
